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【多治見市の流域治水対策】

※短期目標は５年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

H23洪水時の様子

対策メニュー

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
・河道掘削
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（雨水貯留施設の新設（駅南再開発）、貯留施設機能の維持・
回復（調整池堆積土砂の浚渫））
・民間開発による貯留施設設置指導（開発行為に対する流出抑制指導）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援（雨水貯留施設設置補助金交付）
・ため池等の活用（ため池等農業施設の活用、既設貯留施設（ため池等）の事前放流）
●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設、増強（雨水排水網の新設、増強）

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・地下空間、地区ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成、周知（タイムラインの作成、周知（運用・住民
周知・見直しの実施、地区ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成支援））
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
（高齢者等の避難確保計画の策定の推進）
・関係機関との連携強化（多治見市浸水対策協議会、土岐川流域新五流総地域委員会）
・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの更新（ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成、活用）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・分かりやすい教材等を用いた防災教育・人材育成の推進（防災教育の実施）
・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組（水防訓練の実施）

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池の事前放流等による水位調整）
●魅力ある水辺空間・賑わい創出
・水辺の賑わい空間創出（かわまちづくり、りばーぴあ）

短期 中・長期

オール多治見による雨水流出抑制と市民の防災意識向上を実践、中流域の役割として下流に位置する
市町への流出負担軽減

●2011年台風15号豪雨被害を受け、平成24年に「多治見市平和町、池田町、前畑町、田代町等雨水
排水対策協議会」を設置し、71事業を実施。対象区域の床上浸水が概ね解消。

【事業期間】2011年から2018年（8年間） 【総事業費】74.9億円（うち 国費：40.2億円 ）
●さらなる浸水対策推進のため、市内全域を対象にした、国・県・市等関係者による多治見市浸水対策
協議会を平成31年に設置。今後は、流域治水対策とともに事業を実施予定。

庄内川流域図

雨水貯留施設（駅南再開発）
貯留施設の回復（市内）

土岐川

JR多治見駅国道19号

ため池等の活用（市内）

避難確保計画作成

かわまちづくり
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【多治見市の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
・河道掘削
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（雨水貯留施設の新設（駅南再開発）、貯留施設機能の維持・
回復（調整池堆積土砂の浚渫））
・民間開発による貯留施設設置指導（開発行為に対する流出抑制指導）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援（雨水貯留施設設置補助金交付）
・ため池等の活用（ため池等農業施設の活用、既設貯留施設（ため池等）の事前放流）
●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設、増強（雨水排水網の新設、増強）

●

●

●

●

・大原川、団子川、市之倉川等の掘削を実施。
・雨水貯留施設の新設（駅南再開発）。
・調整池（明和町、赤坂町、北丘町）の浚渫を実施。
・開発行為に対する流出抑制指導を実施。
・雨水排水網（太平町）の増強を実施。

・R５年度は、団子川、市之倉川等の
掘削を予定。
・R５年度は、調整池の浚渫（1か所）を
予定。
・R５年度は、太平町、笠原町の雨水
排水網の増強を予定。
・調整池の浚渫における補助金制度
について、詳しく確認したい。

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け ●

・災害ハザード情報の収集、整理
・R５年度は、立地適正化計画におけ
る防災指針の作成予定。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・地下空間、地区ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成、周知（タイムラインの作成、周知（運用・住民
周知・見直しの実施、地区ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成支援））
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
（高齢者等の避難確保計画の策定の推進）
・関係機関との連携強化（多治見市浸水対策協議会、土岐川流域新五流総地域委員会）
・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの更新（ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成、活用）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・分かりやすい教材等を用いた防災教育（防災教育の実施）
・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組（水防訓練の実施）

●

●

●

●
●

・地区タイムラインの作成支援実施。
・多治見市浸水対策協議会の開催。
・ハザードマップの周知、活用。
・防災教育の実施。
・水防訓練の実施。

・R５年度は、引き続き地区タイムライ
ンの作成支援を実施予定。
・R５年度は、引き続き浸水対策協議
会、水防訓練を実施予定。

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池の事前放流等による水位調整）
●魅力ある水辺空間・賑わい創出
・水辺の賑わい空間創出（かわまちづくり、りばーぴあ）

●

●

・ため池の事前放流等について地元調整の実施。
・かわまちづくり計画登録完了。かわまちづくり専門部会の開
催（4回）。

・R５年度は、引き続きため池の活用
について地元調整を実施予定。
・R５年度は、引き続き専門部会にて
利活用方法、維持管理体制について
検討予定。

●河道掘削、流出抑制対策、内水被害軽減対策のハード事業を実施
●被害軽減対策、住民の主体的な避難行動を促す取組のソフト対策を推進
●今後、かわまちづくり、ため池の活用について協議を進める
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【瑞浪市の流域治水対策】

※短期目標は５年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

対策メニュー

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
・一級河川での河川橋梁改築
・普通河川の河道掘削及び浸水対策の実施
●流出抑制対策
・既設ダム２ダムにおける事前放流等の実施・体制構築
・民間開発による貯留施設設置指導
（開発行為に対する流出抑制指導（貯留・浸水施設））

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（立地適正化計画へ防災指針の位置付け）

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・地下空間・地区タイムラインの作成・周知
（自治体タイムラインの周知）
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
（高齢者等の避難確保計画の策定の推進）
・関係機関との連携強化（土岐川流域新五流総地域委員会）
・ハザードマップの更新（ハザードマップの更新・活用）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（気象・防災情報の提供）
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
（マイタイムライン作成の促進）

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）

短期 中・長期

瑞浪市は、上流域に位置する自治体として、豊かな水辺環境の維持に努めるとともに、
中・下流域への流出負担軽減を推進し、市民の防災意識の向上を図る

庄内川流域図

普通河川の河道掘削の実施一級河川での河川橋梁改築 既設ダム２ダムにおける事前放流等の実施・体制構築

神徳ダム

神徳ダム

土岐橋の架替え

土岐橋架替え

小井沢川土岐橋

白山川、豆
沢川、力ヶ
沢川、小井
沢川、小井
沢右支川、

槙本川、狭
間川、樽上
川、平岩川
、大川川

普通河川の
河道掘削
予定箇所

地元（ため池利用者）と調整し
、

今後の活用方法を検討
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【瑞浪市の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
・一級河川での河川橋梁改築
・普通河川の河道掘削及び浸水対策の実施
●流出抑制対策
・既設ダム２ダムにおける事前放流等の実施・体制構築
・民間開発による貯留施設設置指導
（開発行為に対する流出抑制指導（貯留・浸水施設））

・岐阜県による一級河川土岐川の河川橋梁改築を継続
して実施。

・一級河川について、R５年度は、土
岐川の橋梁改築に係る新橋梁の橋
脚工事を予定。
・普通河川の掘削について、R５年度
は、平岩川、東狸岩川、釜糠川、萩
原川を予定。また、今後の対象河川
に狭間川、大川川を追加予定。

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（立地適正化計画へ防災指針の位置付け）

・普通河川小井沢川、小井沢川右支川、大川川の掘削
を実施。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・地下空間・地区タイムラインの作成・周知
（自治体タイムラインの周知）
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
（高齢者等の避難確保計画の策定の推進）
・関係機関との連携強化（土岐川流域新五流総地域委員会）
・ハザードマップの更新（ハザードマップの更新・活用）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（気象・防災情報の提供）
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
（マイタイムライン作成の促進）

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）

・土岐川流域新五流総地域委員会への参加
・ハザードマップの活用（防災訓練等）

・防災無線及び防災ラジオによる情報の周知（継続）

・農業用ため池の低水位管理について、地元受益者へ
依頼。

・ハザードマップの活用（防災訓練
等）

・農業用ため池の低水位管理につい
て、地元受益者へ依頼。

●一級河川土岐川で河川橋梁改築実施。また、普通河川３河川において河道掘削を実施。
●ハザードマップや防災無線・防災ラジオによる情報の周知を実施。

仮橋施工時
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短期 中・長期
【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
（一級河川以外の市管理河川で、河床掘削や河道内の
樹木伐採等の実施）

●流出抑制対策
・ため池等の活用 （ため池の活用を実施）

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」
に向けた取組

・水害リスクを考慮した居住誘導
（水害リスクの低い地域への移住誘導を検討）

※短期目標は５年程度、 中・長期目標は１０～２０年程度を想定

対策メニュー

一級河川庄内川

一級河川水野川

一級河川瀬戸川

一級河川矢田川

一級河川 水野川 （ 平成23年9月 台風15号 ）

瀬戸市全域図

尾張旭市

春日井市

多治見市

瀬戸市役所

【瀬戸市の流域治水対策】

“住みたいまち 誇れるまち 新しいせと” 水災害リスクを低減するまちづくり

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の
実効性確保
（作成した計画に基づく避難訓練の実施促進）
・ハザードマップの更新
（現行のハザードマップの背景地図を更新）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
・分かりやすい教材等を用いた防災教育・人材育成の推進

一級河川以外の市管理河川で、河床掘削や河道内の樹木伐採等の実施（検討中）

ため池の活用 移住誘導の検討 ハザードマップの更新

対象河川は検討中

避難訓練の促進

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）
●魅力ある水辺空間・賑わい創出
・水辺の賑わい空間創出
（河川沿いの桜並木を鑑賞できる遊歩道整備）

ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ：水辺の賑わい空間創出（水野川の桜並木）

区画整理の進捗に合わせて実施
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【瀬戸市の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●堤防整備、河道掘削、橋梁改築、放水路整備
（一級河川以外の市管理河川で、河床掘削や河道内の樹木伐採等の実施）

●流出抑制対策
・ため池等の活用
（ため池の活用を実施）

●
・普通河川の大六川にて樹木伐採及び河道掘削を現在実施中。

樹木伐採状況 河道掘削状況

・R５年度以降も継続して大六川他河川の
掘削を予定。

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・水害リスクの低い地域への居住誘導
（水害リスクの低い地域への移住誘導を検討）

・一級河川の水野川沿いにて土地区画
整理事業で宅地の嵩上げ等をし、浸水
被害を低減する。
R6年度から区画整理事業開始予定。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
（作成した計画に基づく避難訓練の実施促進）

・ハザードマップの更新
（現行のハザードマップの背景地図を更新）

● ・水防法に基づく浸水想定区域内に位置する要配慮者施設につ
いては、避難確保計画が策定済みであり、作成された避難確
保計画に基づく避難訓練を実施した。

・今年度と同様、引き続き避難確保計画に
基づく避難訓練を実施予定。

・ため池ハザードマップの更新を実施予定。

●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
・分かりやすい教材等を用いた防災教育・人材育成の推進

・安全安心情報メール登録者数増員に向け、広報や市ホーム
ページ、ラジオ放送等により周知啓発を実施した。
・市内一部の小中学校の生徒、教員を対象に防災講話等を実
施した。

・引き続き周知啓発を実施予定。

・区画整理の進捗に合わせて実施予定

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、普通河川の樹木伐採や河道掘削を今年度実施
●避難確保計画に基づく避難訓練の実施

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）
●魅力ある水辺空間・賑わい創出
・水辺の賑わい空間創出
（河川沿いの桜並木を鑑賞できる遊歩道整備）

●
●
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流出抑制対策

ため池の活用

★安全安心で快適な住環境が整ったライフタウン! －これからも住みつづけたいまちへ向けて、
国・県、そして市民とともに進める庄内川・八田川・地蔵川・内津川流域全体の治水対策－

【春日井市の流域治水対策】

短

期

中
長
期

熊野桜佐地区雨水１号調整池

上条地区

対策メニュー

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（調整池の整備）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援
（家庭雨水利用促進補助）
・ため池等の活用（流域の雨水貯留機能の向上（ため池の活用））
●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設・増強
・ポンプ場の新設・増強・機能強化

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組

・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（立地適正化計画への防災指針の位置付けを検討）
●浸水ハザードエリアにおける各家庭等への浸水防止対策
・出水期前に希望する市民への土のうの事前配布

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・ハザードマップの更新（洪水ハザードマップ（最大想定規模）の配布）
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・分かりやすい教材等を用いた防災教育・人材育成の推進
（水防訓練の実施）
●ソフト対策のための整備
・危機管理型水位計・監視カメラの設置・増設
（ライブカメラ等による水位情報の配信）

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）
●自然環境が有する多様な機能活用の取り組み
・小中学校などにおける河川環境学習

勝西ポンプ場
庄内川

活用の検討開始

内水被害軽減対策

西部第一・第二
土地区画整理地区

熊野桜佐土地
区画整理地区

活用中

ポンプ場の新設・増強・機能強化

雨水排水網の新設・増強

調整池の整備
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【春日井市の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（調整池の整備）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援
（家庭雨水利用促進補助）
・ため池等の活用（流域の雨水貯留機能の向上（ため池の活用））

●
●

●

・ため池の低水位管理を実施

・雨水調整池・雨水排水網・ポンプ場を新設

・立地適正化計画に位置付ける防災指針の検討を実施。

・希望する市民に土のうの事前配布を実施。

・避難確保計画未作成要配慮者利用施設に対する作成依頼、
作成済みの施設に対する計画内容の見直し依頼、すべての施
設に対する避難訓練実施後の報告書提出依頼を実施。

・家庭用雨水貯留浸透施設設置補助事業
を継続。
・新たな調整池の整備箇所について検討。
・ため池の低水位管理について、他に実施
可能なため池がないか調査を実施。

・引き続き下記事業を継続
・上条地区：
雨水排水網新設
・熊野桜佐土地区画整理地区：
雨水排水網新設
・西部第一・第二土地区画整理地区：
雨水排水網新設、調整池整備
・勝西ポンプ場の増強・機能強化

・令和５年度末に立地適正化計画に防災
指針を位置付け公表する予定。

・土のうの事前配布事業継続。

●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設・増強
・ポンプ場の新設・増強・機能強化

●
●

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（立地適正化計画への防災指針の位置付けを検討）

●

●浸水ハザードエリアにおける各家庭等への浸水防止対策
・出水期前に希望する市民への土のうの事前配布 ●

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・ハザードマップの更新（洪水ハザードマップ（最大想定規模）の配布）

●

・避難確保計画未作成施設に対し、作成依
頼の方法を検討。

●住民の主体的な避難行動を促す取組
・分かりやすい教材等を用いた防災教育（水防訓練の実施） ●

●ソフト対策のための整備
・危機管理型水位計・監視カメラの設置・増設
（ライブカメラ等による水位情報の配信）

【グリーンインフラの取組】
●沿川の保水・遊水機能を有する土地を保全
・生物の生息環境の維持に資する土地の保全（ため池）

●自然環境が有する多様な機能活用の取り組み
・小中学校などにおける河川環境学習

●

●

・民有ため池の廃止の相談は無し。市有ため池の日常管理を実
施。

・引き続き適正な管理に努める。

● ・自然観察会（ガサガサ体験）を実施。 ・毎年度定期的に開催を予定。

●雨水調整池・雨水排水網・ポンプ場を新設、内水被害軽減対策事業を実施。
●県管理河川の動画による水位監視を実施。立地適正化計画の見直しを実施。

・市の水防対策として、県のカメラが
ない区間における県管理河川の動画
による水位監視を実施。

・次年度出水期より、市公式YouTube
にて配信開始を予定。
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【清須市の流域治水対策】

雨水幹線の整備

雨水ポンプ場の
機能強化

対策メニュー
【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（雨水調整池の整備）
・民間開発による貯留施設設置指導（開発における雨水貯留浸透施設の設置指導）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援（雨水貯留浸透施設設置補助金、
浄化槽雨水貯留施設転用補助金）
・透水性舗装の整備
●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設・増強（雨水幹線の整備）
・ポンプ場の新設・増強・機能強化（雨水ポンプ場の整備）
・効率的なポンプ運転調整ルールの検討

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（防災指針のガイドライン検討のモデル都市）

【被害の軽減 早期復旧・復興のための対策】
●防災拠点の整備
・防災拠点の整備
（(仮称)五条川防災センター整備・市内小中学校体育館空調設備の設置）
●被害軽減対策
・広域避難計画の策定（広域避難について検討中）
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（電話・登録制メール、防災行政無線による情報伝達）
・分かりやすい教材等を用いた防災教育・人材育成の推進
（水害をテーマとした防災講演）（市内中学生の自主防災訓練への参加）
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
（手作りハザードマップの作成）
（自主防災訓練等において、ハザードマップの活用方法や避難方法の啓発）
（自主防災訓練等において避難訓練や避難危険箇所の確認）

【グリーンインフラの取組】
●治水対策における多自然川づくり
・河川景観の保全・創出（河川美化活動）
・水辺の賑わい空間創出（りばーぴあ）
●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・小学校における河川環境学習（市内小学校環境学習）

H12東海豪雨
･避難確保計画の策定(小中学校)
・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの活用方法や避難方法の啓発
・市内小学校環境学習

雨水ポンプ場の機能強化

★水と歴史に織りなされた安心・快適で元気な都市を目指し、市民と行政が一体となって
災害への備えを充実させ、安全で安心に暮らせるまちをつくる

短期 中長期
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【清須市の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備（雨水調整池の整備）
・民間開発による貯留施設設置指導
（開発における雨水貯留浸透施設の設置指導）
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援
（雨水貯留浸透施設設置補助金、浄化槽雨水貯留施設転用補助金）
・透水性舗装の整備
●内水被害軽減対策
・雨水排水網の新設・増強（雨水幹線の整備）
・ポンプ場の新設・増強・機能強化（雨水ポンプ場の整備）

・堀江ポンプ場の機能強化。 R５年度の予定

・雨水幹線の整備
土田幹線、水場川右岸第一幹線を整備
中。

・雨水ポンプ場の整備
豊田川ポンプ場、堀江ポンプ場を整備
中。

【被害対象を減少させるための対策】
●頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
・立地適正化計画への防災指針の位置付け
（防災指針のガイドライン検討のモデル都市）

【被害の軽減 早期復旧・復興のための対策】
●防災拠点の整備
・防災拠点の整備
（(仮称)五条川防災センター整備・市内小中学校体育館空調設備の設置）
●被害軽減対策
・広域避難計画の策定（広域避難について検討中）
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
●住民の主体的な避難行動を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（電話・登録制メール、防災行政無線による情報伝達）
・分かりやすい教材等を用いた防災教育（水害をテーマとした防災講演）
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
（手作りハザードマップの作成）
（自主防災訓練等において、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの活用方法や避難方法の啓発）
（自主防災訓練等において避難訓練や避難危険箇所の確認）
（市内中学生の自主防災訓練への参加）

・(仮称)五条川防災センター整備の実施設計
・市内小中学校体育館空調設備の設置

・ハザードマップの周知。
・手作りハザードマップの作成。
・水害をテーマとした防災講演の開催

・(仮称)五条川防災センター新築工事
・自主防災訓練等において、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
の活用方法や避難方法の啓発を予定。
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成
促進。

【グリーンインフラの取組】
●治水対策における多自然川づくり
・河川景観の保全・創出（河川美化活動）
・水辺の賑わい空間創出（りばーぴあ）
●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・小学校における河川環境学習（市内小学校環境学習）

・河川美化活動
・りばーぴあ
・市内小学校環境学習

●雨水幹線の整備として、土田幹線、水場川右岸第一幹線の一部を施行。
●自主防災訓練等において、ハザードマップの活用方法や避難方法の啓発をした。

●

●

●

●

●
●
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【扶桑町の流域治水対策】

雨水貯留施設
(高雄南公園 R3.3完成)

対策メニュー 短期 中・長期

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備
（貯留施設の整備計画）
（貯留施設の整備・効果発現）
・民間開発による貯留施設整備指導

（民間企業等による雨水貯留浸透施設の整備）

・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援
（雨水貯留施設（雨水タンク・浸透桝）設置の支援）

【被害対象を減少させるための対策】
●水災害ハザードエリア等における各家庭への浸水防止対策
・浸水防止塀設置の支援

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効
性確保

●住民の主体的な避難を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（あらゆる機会を活用した水防リスク情報の提供）
・分かりやすい教材を用いた防災教育・人材育成の推進
（地域防災リーダーの養成）

工事中 完成

扶桑町ではみんなで“守る”まちづくりを目指し、雨水流出抑制と住民の防災意識向上を実践し
下流域への流出抑制していく。
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対策メニュー 今年度の実施事項 今後の予定
（課題があれば適宜記載）

●

●

●

●

●

●雨水貯留施設の維持管理
●民間開発による貯留施設整備指導、各家庭における雨水貯留施設整備への支援
●扶桑町地域防災リーダー養成講座の開催

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
●流出抑制対策
・貯留管等の整備
（貯留施設の整備計画）
（貯留施設の整備・効果発現）
・民間開発による貯留施設整備指導

（民間企業等による雨水貯留浸透施設の整備）

・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援
（雨水貯留施設（雨水タンク・浸透桝）設置の支援）

【被害対象を減少させるための対策】
●水災害ハザードエリア等における各家庭への浸水防止対策
・浸水防止塀設置の支援

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】
●被害軽減対策
・要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性
確保

●住民の主体的な避難を促す取組
・避難場所や経路等に関する情報の周知
（あらゆる機会を活用した水防リスク情報の提供）
・分かりやすい教材を用いた防災教育等の防災意識向上のため
の取組
（地域防災リーダーの養成）

・開発事業者に対する貯留施設整備を指導。
写真左：開発事業者が設置した雨水貯留施設

・雨水貯留浸透施設を展示し、施設整備をPR。
写真右：窓口の製品展示風景

【扶桑町の流域治水対策の進捗状況（令和４年度）】

・調節池の草刈り、貯留槽の浚渫を実施。
写真左：調節池の草刈り
写真右：貯留槽の浚渫

・R5年度も今年度に引き続き、開発事業
者へ貯留施設の整備を指導し、雨水貯
留 浸透施設等の整備を支援し、河川
への流出抑制を図る。

・調節池、貯留施設が機能するよう、R５年
度も今年度に引き続き調節池、貯留槽の
維持管理を実施。

・住民の防災意識向上のため、R5年度も
引き続き扶桑町地域防災リーダー養成
講座を開催する。

・扶桑町地域防災リーダー養成講座を開催。
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